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Ⅰ 授業の目的 

科学哲学ならびに科学史的な観点から、「病気」という概念ならびにその現実的事態と、それに対する

理解の諸相とを、できるかぎり具体的実例に即して理解する。これを通じて、自然科学的な営みの思考様

式などを理解する。 

 

Ⅱ 到達目標 

１．論理学的観点から「概念」なるものの諸相を区別し説明できる。  

  ２．「病気」のさまざまな原着想（proto-ideas）を理解し、それらを相互の差異とともに説明できる。 
  ３．病気の具体的実例についてなされた諸探究と思考展開の大筋を説明できる。 
  ４．因果関係の諸相を理解し説明できる。 

  ５．病気の「理解」と「対応」との関係を熟考できる。 

 
Ⅲ 教育内容 

この講義は、たとえば放送大学などでなされているような、ほぼ完全に一方通行のやり方で行なわれる

のではない。倫理学や哲学という学問分野は、そういうやり方が最もなじまない分野の一つである。この

講義は事項伝達をするのではない。思考を展開する試みである。 

私は授業時間中に君たちにしばしば質問する。いわゆるコメント・ペーパーを書かせることもある。講

述内容の大きな区切りにおいて、中間試験的なものを行うこともある。そして、それらの結果や君たちの

反応を鑑みて、講述内容を取捨選択したり、講述順序を変更したり、講述の濃淡を変化させたりする。現

在なされている最新の議論を紹介することもある。 

したがって、いついつの授業ではこれこれの内容を取り扱うなどという具合に呈示することは、この講

義については不適切であり、無理やりそうして、そのとおりにするとしたら、むしろ不誠実である。哲学

や倫理学の場合、そういうやり方にそもそもたいした意味はないゆえ、以下に掲げる表はきわめておおざ

っぱな目安でしかない。変更はありうる。 

 

講 義 日 程 表 
№ 月日 曜日 時限 項     目 担当 

1 09/0２ 月 1 病気という概念あるいは事態など 竹山 

2 09/09 月 1 Crisp な概念と vague な概念など 竹山 

3 09/30 月 1 病気の ontological-substangtive な原着想など 竹山 

4 10/07 月 1 病気の ontological-substangtive な原着想など 竹山 

5 10/21 月 1 病気の physiological-functional な原着想など 竹山 

6 10/28 月 1 病気の physiological-functional な原着想など 竹山 

7 10/31 月 1 自然科学の経験主義と一般主義など 竹山 

8 11/11 月 1 病気の原因という概念など 竹山 

9 11/18 月 1 病気の予防という概念など 竹山 

10 11/25 月 1 因果関係とは一般にどういう関係かなど 竹山 

11 12/02 月 1 因果関係の実質をめぐる諸理解（規則性に立つもの）など 竹山 

12 12/09 月 1 因果関係の実質をめぐる諸理解（産出性に立つもの）など 竹山 

13 12/16 月 1 因果関係の実質をめぐる諸理解（反事実的依存性に立つもの）など 竹山 

14 12/23 月 1 因果関係の決定論的理解から確率論的理解へなど 竹山 

P-01-39-L 



  

 

Ⅳ 学習および教育方法 

  プレゼンテーション・アプリケーションを用いた講述形式。紙媒体配布物も用いる。さらに上記Ⅲの文

章も参照。 

授業中に用いた補助手段の一部（スライド）は、本学で用いるオンライン会議用アプリケーション・ソ

フトウェア（Microsoft 社の Teams）を活用して、学生向けに公開する。 

あるいは、新興感染症に連動する状況によっては、次に記した竹山の公式 Web Site で公開する。 

  http://edu-pdc.edu.wakayama-med.ac.jp/kyweb/kantake/index.html 

 

Ⅴ 評価の方法 

  いわゆる小論文、あるいは小レポート的なものを複数回、課題として課する。 

 

Ⅵ 推薦する参考書 

  ここでは特に指定しない。必要なら授業中に適宜紹介する。 

 

Ⅶ  オフィス・アワー 

  kantake★wakayama-med.ac.jpに、件名を「オフィス・アワー申請」とし、該当授業・質問事項・疑問点

など明記して、あらかじめ電子メールを送ること。 

対応するか否か、対応するとしていつ・どこでか、これらを email などでこちらから連絡する。 

  なお、竹山担当のほかの授業科目についても以上と同様である。 
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7 社会貢献1 基盤的資質
2 医師としての基

本的資質

3 コミュニケー

ション能力
4 医学的知識 5 医学の実践 6 医学的（科学的）探究

http://edu-pdc.edu.wakayama-med.ac.jp/kyweb/kantake/index.html
mailto:kantake@wakayama-med.ac.jp

